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ＩＴＳに対する総合通信会社と
しての立ち位置

─　ＫＤＤＩでＩＴＳやワンセグ携帯

の開発に携わってきた中村さんに、前号

の第1回では、ワンセグに始まるモバイ

ル放送メディア関連のお話をうかがいま

した。通信と放送は「融合」はしない、「連

携」なんだ、通信にとっては「まず放送

ありき」、放送は「通信インフラのほう

へ誘うもの」という、明快なご説明がた

いへん印象的でした。今回はいよいよＩ

ＴＳ絡みのお話をお聞きしようと思って

いるのですが、そういう立場にある携帯

キャリアにとって、ではＩＴＳはどんな

意味を持っている存在なのでしょうか。

　ちょっと抽象的な質問で申し訳ないで

すが、ＩＴＳに対する、携帯キャリアと

しての立ち位置とでもいったものをまず

確認させていただいて、それから具体的

な取り組みについておうかがいしたいの

です。

中村博行（以下中村）　まず私どものＫ

ＤＤＩは携帯会社ではなくて、総合通信

会社であるということをお断りしておき

たいと思います。

─　そうでした。最近のａｕがあまり

に好調なので（笑）、モバイル放送メディ

アのお話が終わっても、ついＫＤＤＩ＝

携帯キャリアと言ってしまいました。

中村　私がＩＴＳに関わり始めたのは、

ＫＤＤ（国際電信電話）が1998 年にテレ

ウェイ（日本高速通信）と合併してケイ

ディディとなった時からで、ですから当

初はＩＴＳに対する取り組みというの

も、固定通信インフラをどう利用するの

かということから始まりました。私がま

ず取り組んだのもＤＳＲＣの研究です。

─　専用狭帯域通信。車と車の外を結

ぶ無線通信方式で、ＥＴＣのというか、

ＩＴＳ全体の最も基本的な要素技術分野

ですね。

中村　ええ。で、そういう総合通信会

社として言うならば、ＩＴＳに対する私

どもＫＤＤＩの立ち位置は2つです。

　1つは、ＫＤＤＩの持っている通信技

術を使ってＩＴＳという社会システムの

展開に貢献していくこと。たとえば国の
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行うＩＴＳ開発に私たちの技術を提供す

る、技術的に協力するということです

ね。2つめはＩＴＳ事業、私たちＫＤＤ

Ｉが直接行う事業として取り組んでいく

こと。たとえば、今、トヨタさんが行っ

ている『G-BOOK』という車載端末向け

の情報ネットワークサービスがあります

が、ＫＤＤＩはそのシステム用に通信モ

ジュールを提供しています。そういうＩ

ＴＳに絡んだ事業をＫＤＤＩとしてやっ

ていくということです。

しては、カーナビをネットワークにつな

ぐ部分でいろいろなアイデアを提供し

て、通信カーナビの普及につなげていき

たいところですね。

　ただ、携帯のネットワークにそのまま

つないでしまうと、（通信料金が）「高い」

と言われてしまう。実際、ずっと携帯ネッ

トワークにつなぎっぱなし、使いっぱな

しにしたら、料金もトラフィックもたい

へんなことになります。だいたい、携帯

のネットワークは人と人が話すためのも

の、人を相手にしたネットワークで、Ｉ

ＴＳのように車を主に相手にするのと

は、使い方、使われ方が違うものなんで

すね。通信カーナビという特殊な使い方

をするときの特別料金というものも設定

しがたいですから、カーナビでは通信は

こういうサービスで、こう使うものなん

だというあり方を、まず考えなければい

けないと思います。

　それで私たちも今いろいろと考えて

はいるのですが、最近はａｕのサービス

でも「助手席ナビ」とか出てきています。

つまり携帯電話も通信カーナビの競争相

手になってきたということですね。です

から、カーナビでしかできないものって

何だろう？などと考えなければならなく

なって、何かと難しくなっている状況で

はありますね。通信カーナビというよ

りやや広く「車載型メディア」と考える

と、お客様はコンシューマーだけでな

く運送業などの事業者も加わってきて、

全く違う使い方も出てくるとは思うの

ですけれど。

─　ＩＴＳのサービスイメージとして

おもしろいなと思ったのは、名古屋のＩ

ＴＳ世界会議の時に展示された「3次元

歩行者ＩＴＳ」です。あれもＫＤＤＩが

関わったものですよね？

中村　そうです。あのシステムは、Ｇ

ＰＳの届かない閉じた空間、具体的には

地下街やビル内などで、車椅子の方やお

年寄りなどの歩行者が安全に歩行できる

ように開発したもので、段差や傾斜まで

判別できる非常に精緻な仕組みでした。

場所のデータは国土交通省さんが持って

いたものを使わせていただきまして、各

地点に埋め込んだ指標から、Bluetooth

で飛んできた位置座標を携帯電話で受

けて、振動や音声、画像で位置確認がで

きるというものです。最近は地下街でも

オフィスビルでも車椅子が通れるように

なっていますから、必要とされるシステ

ムだと思いますね。

─　Bluetooth でしたか！2004 年は

Bluetooth通信ができる携帯の出始めの

頃ですから、早かったですね。ただ私が

おもしろいと思ったのは、自動車が関わ

らない「歩行者」向けのＩＴＳというこ

とだったんです。

中村　ＩＴＳというと、路車（道路と車）

間、車車（車と車）間通信とか、車関係

だけだと思われていたと思いますが、実

は「歩車間」というんですかね、歩行者

も含んでいるものなんですよ。交通事故

を減らすということは、車と歩行者の接

触をなくすということでもあるわけです

から。坂村健先生がおやりになっている

ような、ＩＤタグを使った障害者の方の

自立支援システムの例もありますし、最

近では、ＩＴＳというコンセプトも車か

ら車の周りへ浸透しているというか、拡

がってきているように思いますね。

「モバイルルータ」で
どこでも仕事を

中村　ただ、「助手席ナビ」も「3次元歩

行者ＩＴＳ」も、ＫＤＤＩが開発したも

通信をＩＴＳでどう使うか

─　なるほど。このインタビューでは、

事業イメージというより技術を基盤にし

たＩＴＳのサービスイメージをうかがっ

ていきたいのですが、通信ということで

言うと、やはり「通信カーナビ」あたり

が最も可能性を持った分野だとお考えで

すか。

中村　カーナビは各社各様で標準化が

されていない分野ですが、通信事業者と

高橋孝輝氏
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のではあるのですが、私たちＩＴＳの部

隊がやったものではないんです。すみま

せん（笑）。それでいよいよ私たちがやっ

た技術のお話をしたいのですが、いいで

しょうか。

─　ぜひお願いします。

中村　1999 年から2000 年にかけてス

タートしたＩＴＳ部隊の仕事で、今でも

続けてやっているものに、「モバイルルー

タ」があります。これは、無線ＬＡＮや

携帯、ＤＳＲＣなど、複数の異なった方

式のネットワークをシームレスに渡り歩

くための技術です。

　2000 年度に、国の研究予算でやった

ことが始まりなのですが、そもそもは「動

くオフィスプロジェクト」というのがあ

りましてね。そこで（まああまり現実的

ではないのですが）こんなシナリオを想

定したのです。オフィスでＰＣを使い、

ネットと接続して仕事をしている、出

かけなければならなくなり、バスに乗っ

て、目的地に着くという、そのどの地点

でも通信状態を維持して、ＰＣでの仕事

を続けられるようにしよう。それもＰＣ

をシャットダウンしたり、立ち上げ直し

たりすることなく、ですね。

　具体的にはオフィスでは無線ＬＡＮ、

バス停ではＤＳＲＣ、バスに乗ったら携

帯（ＣＤＭＡ）というネットワークにな

ると想定したのですが、それぞれのネッ

トワークでの認証、接続、接続してか

らのＩＰの受け渡しなどを行うシステム

が、モバイルルータなんです。

─　バスの中でＰＣで仕事をするとい

うのはどうも（笑）。でもＩＴＳのシス

テムとしても、ユビキタスな通信環境の

実現という意味でも、すごく重要な技術

のように思えます。それで開発はうまく

進んでいるんですか？

中村　プロトタイプ

は1年ほどでできて、

その後、何回も公開実

験をしていますが、い

つも完璧に作動して

います。またその仕様

は、民間団体であるイ

ンターネットＩＴＳ協

議会（ＩＩＣ）の手で、

プラットフォーム仕様

第２版の中の「モバイ

ルルータ」として、標

準化もされています。

─　では、まもなく

製品化されるわけです

か？

中村　いえ、まだ車

に標準装備されると

いった予定はないで

す。でもこのモバイル

ルータの技術は、いつ

か必ず使われるし、必

要になるときが来ると

思っています。車は移

動するのが大前提です

から、いろんなネットワークの中を通る

わけですしね。家にいてネット検索した

結果などを、家の無線ＬＡＮで、外にあ

る車の車載ＰＣあるいはカーナビに転送

する、走り出したら携帯のネットワーク

でつないで情報をアップデートする、と

いった場面での利用のされ方もあると

思います。それで今はWiMAX対応は

もうすませましたが、新しく出てくるメ

ディアへの対応を進めて、高機能化させ

ているところなんですよ。

─　なるほどWiMAX のような、今

の無線ＬＡＮより広域の無線通信ネット

が普及した時が、モバイルルータの働き

時になりそうですね。移動しながら書く

ことも多い私たちライターにはうれしい

技術ですから、後はハード代や通信料が

安いことを熱烈希望したいですね（笑）。

ＤＳＲＣの利用と
ユビキタスＩＴＳ

中村　それから、同じ2000 年に始めた

ものに「スマートゲートウェイ」という

技術があります。これはＤＳＲＣの路

側機を連続的に並べて、大量のデータ

をダウンロードするためのシステムで、

利用場面のシナリオは次のようなもの

でした。

中村博行（なかむらひろゆき）氏
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　ある家族が郊外にドライブに出かけ

た、ところが途中で子どもの具合が悪く

なる、そこで走りながらネットを使って

診断を受け、病名や薬の指示を受けつつ、

最寄りの病院に駆け込む……。

　こういう作業を複数のＤＳＲＣ経由

の通信でやろうと思うと、ネットワー

ク接続の認証とその（次のＤＳＲＣ路側

機への）受け渡しを高速で行い、画像な

どの大量データ伝送もできる必要があ

ります。

　ＤＳＲＣの伝送範囲は約30 メートル

ですが、当時はそれを数キロメートルお

きに並べることを考えていました。しか

し、大量データのダウンロードを可能に

するにはもっと密に並べる必要がありそ

うで、それで2002 年に行った実験では、

数百メートルに5～6機のＤＳＲＣ路側

機を連続的に設置し、メガ単位の画像の

ダウンロードに成功しました。

─　シナリオのリアリティはともか

く、走行中の大量データ伝送や高速認証、

その受け渡し技術というのは絶対に必要

なものですね。なるほど、ＤＳＲＣがＥ

ＴＣのためだけの技術じゃないというの

が実感できました。

中村　そして最近やっているのは「ユビ

キタスＩＴＳ」です。

─　またすごい名前ですね。

中村　これは車車間、それに地デジや

カーナビで何かできないかという技術開

発で、たとえばカーナビで放送を受信し

ていて、トンネルなどに入ったためデー

タが欠けてしまったとき、その欠けた部

分を通信で補填するようにしようという

ものです。あるいは、トンネル内にいる

ときに緊急放送があって、受信ができな

かったとき通信で補填するとか……。

─　具体的にはどうやって補填するん

ですか？

中村　ここの分が欠けていると車側で

判断して、車側から取りに行くというイ

メージですね。携帯のネットワークある

いはＤＳＲＣ経由でね。ほかにもたとえ

ば渋滞時に、交差点画像を、先行する車

が車車間通信で後ろの車に送るとか、車

車間通信で届かないような遠いところに

は、携帯を使って送るとかというような

こともやっています。

─　なるほど。でもどうして「ユビキ

タスＩＴＳ」なんですか？

中村　これはですね……、ユビキタス

はよく「いつでも、どこでも、誰にでも」

という言葉で説明されますよね。まさに

車というのは文字通りどこでも動き回る

ものですし、そこで交通情報などの必要

な情報を取得する環境を実現するにはど

ういう技術が必要かと、そうした技術開

発をやるんだということで、そういう言

葉ができました。

　実は総務省のＩＴＳ情報通信システム

推進会議にプラットフォーム専門委員会

というのがありまして、そこで一昨年、

「ユビキタスＩＴＳ」とは？という議論

をやっています。いろいろな議論をした

んですが、結局キーワードは「シームレ

ス」。「シームレス」こそ「ユビキタスＩＴ

Ｓ」を実現するポイントだということに

なりましてね。そこで、専門委員会の名

称も「ユビキタスＩＴＳプラットフォー

ム専門委員会」に変えました。

─　モバイルルータに始まる、中村さ

んたちがおやりになってきたことそのも

のですね。

中村　で、車車間通信、路車間通信と

いった基礎技術を含め、放送を使ってよ

り広域でやりとりするとか、かなり範囲

の幅広い技術開発になっています。プ

ロジェクトとしては2005 年からとりか

かっていまして、今年最終年度に入った

ところです。

メインプレーヤーは
誰になるのか

─　お話をお聞きしていると、ＩＴＳ

の基本技術開発は着々と進んでいるんだ

なあ、と感じますね。最後にお聞きした

いのですが、たとえば「ワンセグ」とい

うメディアだと、放送事業者がメインプ
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レーヤーで、通信事業者は今のところサ

ブの位置にある。「メディアフロー」など

だと、それがかなり通信事業者よりにシ

フトする。そういうふうに、関わってい

る業界の位置関係がわかりやすい。でも

ＩＴＳというのは、どうもそれが見えに

くいところがある。その見えにくいこと

が、一般の人々にＩＴＳというものをわ

かりにくくしているように私には思えま

す。ＩＴＳのメインプレーヤーは誰だと

思われますか？

中村　これは悩ましいご質問ですねえ。

　ＩＴＳには2つの見方があると思いま

す。1つは、車を中心とした活動を、Ｉ

Ｔというものを使って、いろいろ効率化

していくというものだという見方。もう

1つは、社会システムなんだという見方

がある。このシステムという見方をした

とき、私は、ＩＴＳではおっしゃるよう

なメインプレーヤー、いわゆる“勝ち組”

はあり得ないと思っています。ＩＴＳと

いうフィールドには、もちろん自動車屋

さんがいて、ＤＳＲＣのアンテナを作る

人、それを設置する人、ネットにつなぐ

人、課金を業とする人などいろいろな業

種の人がいて、みんなで議論しています。

で、ＩＴＳというシステムができあがっ

た時、その中のある1つの業種のシェ

アがいちばんで、「あの業種はすごいね、

儲かってるね」と言われるようなところ

は出てこないと思う。通信と放送の話に

も似ているんですが、みんなで連携して

始めて動き始めるのが、ＩＴＳという社

会システムなんだと思うからです。

　たとえば、先に少しお話しした、「助

手席ナビ」というサービスがありますね。

これはＫＤＤＩのａｕブランドでやって

いる純民間のＩＴＳサービスですが、そ

れでもＫＤＤＩだけで成立しているも

のではありません。地図データを提供

している人、商店や駐車場の情報を集

める人、いろいろな人が関わっている。

ＩＴＳのプレーヤーはことほど左様に

多種多様なわけで、そういう中で、“勝

ち組”“負け組”というのはあっちゃいけ

ないんじゃないかと、私は思っている

んですけどねえ。

─　ＩＴＳのメインプレーヤーはネッ

トワークを持っている人、つまり通信事

業者なのではないか、そのことをはっき

りさせたいというのが、実は質問の趣旨

だったんですが……。

中村　そうおっしゃっていただくのは

ありがたいですが、そうでしょうか？確

かに車が動くものである以上、通信ネッ

トワークは必要欠くべからざるもので

す。しかし、だから通信会社がメインプ

レーヤーになるかというと、必ずしもそ

うではないと思うんですけどね。繰り返

しになりますが、通信だけではＩＴＳと

いう社会システムは作れないですから。

─　確かに社会システムという見方

をすると、1社だけ、1業種だけという

ことにはなりにくいかもしれないです

ね。それでも通信事業者の方々には、「Ｉ

ＴＳ推進の上できちんと責任を果たして

いってほしいと思っている」、と言わせ

てください（笑）。しかしそれにしても、

ＩＴＳ全体の進行速度が遅すぎはしませ

んか？

中村　確かに進んでないとよく言われ

ます（苦笑）。が、ＥＴＣはこの間ずい

ぶん普及してきました。これからはＥＴ

Ｃ以外のＤＳＲＣを使うシステムも出て

くる。運送業界では車載器を積んで、移

動しながら情報の受発信をしています。

ですから、私は、ＩＴＳというのはけっ

こう進んでいるじゃないかと思っていま

す。「メインプレーヤーは？」とか、「何か

大きな花火が上がったか？」というとこ

ろにだけ注目すると、確かに遅々とした

歩みに見える。でも、そういうふうにジ

ワジワと進んでいくのが社会システムと

いうものだし、ＩＴＳだと私は思ってい

ます。またそう思いたいですね。

　進んでいるかいないかという議論につ

いては、ＩＴＳ関係者の全員にお伝えし

たいことがあります。今から3年前のこ

とですが、小学6年生の私の息子が塾の

試験を受けました。そうしたらその社会

科の穴埋め問題で、運送会社の車載器シ

ステムについての設問がありました。問

題の最初の文章が、「携帯電話やインター

ネットなどの広がりで、運輸と通信の仕

事はより深く関わり合うようになってい

ます」ですよ。そして「宅配便」とか「バー

コード」と答えさせる。「これお父さんの

仕事だろ？」……と言われました。厳

密に言うとＩＴＳそのものではないかも

しれませんが、これからのＩＴＳは、こ

ういうことを知っている子どもたちから

スタートする。10 年後、20 年後にこの

子どもたちがＩＴＳを押してくれるんだ

と私は思いました。塾の先生が社会の動

きをよく見ていて、これぐらいは子ども

たちにも答えてもらえると思ったんです

ね。これまでＩＴＳの関係者がやってき

たことは、こんな形でも確実に実を結ん

でいる。これからも「がんばらなければ」

と思いましたし、ＩＴＳ関係者はもっと

自信を持っていいんだと思いましたね。

─　いやいや、最後の最後に強力な反

証を提出された気がします。恐れ入りま

した。そしてありがとうございました。

（なかむら・ひろゆき）

（たかはし・こうき）

写真／円山幸志


